
VRFごとのデータプレーン IPラーニング

この章の内容は、次のとおりです。

•概要（1ページ）
• VRFごとのデータプレーン IPラーニングのガイドラインと制限事項（1ページ）
• VRFごとのデータプレーン IPラーニングの機能相互作用（2ページ）
• GUIを使用したデータプレーン IPラーニングの設定（3ページ）
• NX-OS-Style CLIを使用したデータプレーン IPラーニングの設定（3ページ）

概要
エンドポイント IPアドレスおよびMACアドレスは、ARP、GARP、および NDなどの一般的
なネットワーク方式を通じてACIファブリックによって学習されます。ACIは、データプレー
ン経由で IPアドレスおよびMACアドレスを学習する内部方式も使用します。

VRFごとのデータプレーン IPラーニングは、エンドポイントラーニングと同じように ACI
ネットワークに固有です。エンドポイントラーニングが IPおよびMACの両方として特定さ
れる一方、データプレーン IPラーニングは VRFのみの IPアドレッシングに固有です。APIC
では、VRFレベルでデータプレーン IPラーニングを有効または無効にできます。

VRFごとのデータプレーン IPラーニングのガイドライン
と制限事項

VRFごとのデータプレーン IPラーニングの効果を検討する場合は、次のガイドラインと制限
事項に従います。

• VRFごとのデータプレーン IPラーニングを無効にすると、テナントVRF内のリモート IP
アドレスのすべてのエントリが削除されます。ローカル IPエントリはエージアウトさ
れ、その後、データプレーンを通じて再学習されることはありませんが、コントロールプ

レーンからは引き続き学習できます。

• VRFごとのデータプレーン IPラーニングを無効にすると、すでに学習したローカル IPエ
ンドポイントは保持され、動作を維持するにはコントロールプレーンの更新が必要になり
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ます（IPエージングも有効であると想定）。データプレーンL3トラフィックは IPエンド
ポイントの動作を維持しません。

•第 1世代のリーフスイッチベースの ToRでは、VRFごとのデータプレーン IPラーニン
グが無効な場合、リモートMACアドレスは学習されません。対応する BDでハードウェ
アプロキシモードを設定する必要があります。VRFのデータプレーン IPラーニングの
VRFが有効か無効かを問わず、ダウンリンク上の VXLANパケットからローカルの内部
MACアドレスは学習されません。

•リモートMACアドレスは、エンドポイントからエンドポイントのARPシナリオでは学習
されません。

VRFごとのデータプレーン IPラーニングの機能相互作用
ここでは、VRFごとのデータプレーン IPラーニングとその他の機能との相互作用についての
情報を示します。

•エニーキャスト

•有効：ローカルエニーキャスト IPアドレスは、データプレーンとコントロールプ
レーンのどちらからでも学習できます。

•無効：ローカルエニーキャスト IPアドレスはエージアウトしますが、コントロール
プレーンとホストトラッキングから学習することができます。

•リモート IPアドレスは、VRFごとのデータプレーン IPラーニングの設定方法を問わ
ず、エニーキャストで学習されません。

•不正なエンドポイントの検出

•有効：不正が生成され、移動は意図したとおりに検出されます。
•無効：リモート IPアドレスがフラッシュされ、不正な IPアドレスはエージアウトさ
れます。不正な IPアドレスはローカルの移動では検出されません。検出される唯一
の移動は、コントロールトラフィックによるものです。バウンスは COOP経由で学
習されますが、バウンスタイマーが時間切れになるとこれらはドロップされます。

• L4-L7仮想 IP（VIP）

•有効：L4 L7 VIPは期待どおりに機能します（VIPのエンドポイント IPラーニングは
コントロールプレーン経由のみ）。次の機能ストリームを検討してください。（1）
クライアントからロードバランサ（LB）へ（L3トラフィック）、（2）LBからサー
バへ（L2トラフィック）、（3）サーバからクライアントへ（L3）。EPGの背後のク
ライアント（IPエンドポイント）は、データ/コントロールプレーンを通じて学習さ
れます。VIPは LB EPGのコントロールプレーン経由でのみ学習されます。コント
ロールプレーン経由であっても、VIPは他の EPGでは学習されません。

• [Disabled]：

•クライアントからロードバランサ：VIPではリモート IPアドレスが学習されま
せん。リモート IPアドレスはクリアされます。spine-proxyを使用します。VIPの
IPアドレスが学習されると、spine-proxyルックアップは成功します。そうでない
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場合は VIPにグリーニングを生成し、コントロールプレーンを通じて学習しま
す。

•ロードバランサからサーバへ：影響なし。DSRの使用例では、LB/サーバ間のブ
リッジだけがサポートされています。

•サーバからクライアント：クライアントのリモート IPアドレスはクリアされ、
spine-proxyが使用されます。クライアントエントリのリモート IPアドレスがス
パインで削除された場合、グリーニングを通じて再学習されます。L3outの背後
にあるクライアントの場合、L3リモート IPアドレスはありません。

GUIを使用したデータプレーン IPラーニングの設定
このセクションでは、データプレーン IPラーニングを無効にする方法について説明します。

次の手順では、テナントと VRFがすでに設定されていると仮定します。

手順

ステップ 1 [Tenants]> [tenant_name] > [Networking] > [VRFs] > [vrf_name]に移動します。

ステップ 2 [VRF - vrf_name]作業ペインで、[Policy]タブをクリックします。

ステップ 3 [Policy]作業ペインの下にスクロールし、[IP Data-plane Learning]を探します。

ステップ 4 次のいずれかをクリックします。

• Disabled：VRFでのデータプレーン IPラーニングを無効にします。
• Enabled：VRFでのデータプレーン IPラーニングを有効にします。

ステップ 5 [Submit]をクリックします。

NX-OS-Style CLIを使用したデータプレーン IPラーニング
の設定

このセクションでは、NX-OS-Style CLIを使用してデータプレーン IPラーニングを無効にする
方法について説明します。

特定の VRFのデータプレーン IPラーニングを無効にするには：

手順

ステップ 1 コンフィギュレーションモードを開始します。
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例：

apic1# config

ステップ 2 特定のテナントのテナントモードに入ります。

例：

apic1(config)# tenant name

ステップ 3 VRFのコンテキストモードに入ります。

例：

apic1(config-tenant)# vrf context name

ステップ 4 VRFのデータプレーン IPラーニングを無効にします。

例：

apic1(config-tenant-vrf)# ipdataplanelearning disabled
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